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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月22日(2014.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エタノールへの暴露によって起こるＧＡＢＡＡＲ可塑性に関連するアルコール中毒およ
びアルコール使用障害を治療する、抑制する、低減するおよび／または逆転させるのに使
用される、エタノールに暴露される、暴露されているおよび／または暴露されたＧＡＢＡ

Ａ受容体に投与されるジヒドロミリセチン組成物。
【請求項２】
　前記ＧＡＢＡＡ受容体の活性を増強するためにＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロ
ミリセチン組成物。
【請求項３】
　前記ＧＡＢＡＡ受容体に対するエタノールの作用に拮抗すべく、エタノールへの暴露前
、暴露中および／または暴露後にＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチン組成
物。
【請求項４】
　対象のエタノール中毒、アルコール離脱症候群の症候、アルコール使用障害および／ま
たはアルコール乱用を治療する、抑制するおよび／または低減するための、請求項１～３
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のいずれか１項に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチン組成物。
【請求項５】
　請求項４に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチン組成物において、
前記アルコール離脱症候群の症候が、エタノールに対する耐性、基礎不安の増加、および
過剰興奮性からなる群から選択されることを特徴とする組成物。
【請求項６】
　請求項４に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチン組成物において、
前記治療が前記エタノールへの暴露によって起こる前記対象の注意力の低下を低減するま
たは抑制することを特徴とする組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチ
ン組成物において、前記ジヒドロミリセチン組成物が有効量投与されることを特徴とする
組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチ
ン組成物において、前記ジヒドロミリセチン組成物がエタノールへの暴露前、暴露中およ
び／または暴露後に投与されることを特徴とする組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチ
ン組成物において、前記ジヒドロミリセチン組成物が飲料などの食品の形態で投与され、
前記食品がエタノールを含有しても含有しなくてもよいことを特徴とする組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のＧＡＢＡＡ受容体に投与されるジヒドロミリセチ
ン組成物において、前記ジヒドロミリセチン組成物がエタノールと併用投与されることを
特徴とする組成物。
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